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Ⅰ 京都を脱す
























































そして11日に,政府から ｢達し書が下りた｣6)と述べる｡ この達し書とは,議定 ･参輿から出
された(2)の文書である｡
しかし高木の推測は再考の余地がある｡(2)文書を見ると分かるが,これは ｢来翰｣にたいす
る ｢回答｣の形式をとっていることが明らかで,(1)の滋野井 ･綾小路の届書 (書簡)に対する








を認める｡ そのうえで ｢軽動｣なきようにすべきこと,東海道鎮撫総督橋本実梁の ｢手二属｣
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これは明らかに相楽等のことを指していると考えてよいであろう｡ そうした草葬に尽力せよと
































































人 文 学 報




慶応 1年といえば,41歳の岩倉具視が ｢叢裡鳴虫｣ ｢全国合同策｣という有名な国事に関す





































































































































































































































































































































































































































































人 文 学 報
傍深情ヲ尽くし風聞之儀可中人頼候,実二残心之事也｣



















































































































































































































































































































5) (1)は注 3)と同じ｡『復古記』第 1冊,516p｡(2)は,『復古記』第1冊,522p｡
6) 高木(A)129p｡
7) (3X4)ともに 『赤報記』16,17p.Oおよび 『復古記』第 1冊539,540p.










































































42) 宮地正人 ｢『復古記』原史料の基礎的研究｣(東京大学史料編纂所 『研究紀要』1,1990)0
43) 岩倉具視関係文書Rl,七一 7-(7)(北泉社マイクロフィルム)｡
なおこの書簡の重要性に注目した,目良誠二郎論文 ｢年貢半減令に関する岩倉父子の書簡をめぐっ
て｣(海城中学 ･高等学校 『研究集録』14集,1990)があり,書簡の全文が初めて紹介された｡
44) ｢東山道督府書類｣4,(国会図書館憲政資料室 『岩倉具視文書』140)｡なお注42の目良論文に全
文が紹介されている｡
45) 同上｡なおこの書簡も目良論文で紹介されている｡
46) 『復古記』第11冊,111,112p｡
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赤報隊の結成と年貢半減令 (佐々木)
47) 西郷隆盛の年貢半減意見は,『西郷隆盛全集』第2巻 (大和書房,昭和52)所収の,蓑田伝兵衛
宛明治1年1月16日付書簡参照｡
岩倉具視については,香川敬三宛ての返事(14)で,当初は年貢半減に反対する立場ではなかった事が
わかる｡
48) 注44)と同じ｡
49) 注21)と同じ｡
50) 『復古記』第11冊,106-110p｡なお2月22日に永井尚服を,同28日に堀田正養を,東山道鎮撫
総督が正式に処分している｡
51) 『復古記』第9冊,150p｡なお,この達が25日に出されたものであることは,以下の史料によっ
て明らかである｡国文学研究資料館史料館所蔵 ｢岡谷繁実文書｣(『史料館研究紀要』24号,1994年,
所収,｢岡谷文書一幕末 ･明治書翰類- 1)0
52) 注9)と同じ｡
53) 『贈従一位池田慶徳公御伝記』二,370p,鳥取県立博物館,1988｡
54) 多田隊と山国隊については,以下の文献を参照｡宮川秀一 『戊辰戦争と多田郷士』(川西市,昭
和59)｡藤野斎 『征東日誌 丹波山国濃兵隊日誌』(国書刊行会,昭和55年)0
55) 高木(C)38,39p｡
56) 『復古記』第11冊,120p｡
57) 『岩倉具視関係文書』(史籍協会本)第3,419p｡
58) 注9)と同じ｡
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